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特定非営利活動法人ちくしっ子ネットワーク 

第 7 期（平成２４年度） 第６回 理事会 議事録 

 

１ 日時：平成２４年１２月１５日（土）１９：３０～２1：１０ 

２ 場所：天拝小学童保育所 

３ 出席者理事  ２１名（内議決権行使書提出者１名：杉村真子理事） 

  欠席者理事   ２名（松村由加理事、木村 惠理事） 

その他出席者 監事 1 名・窓口指導員２名・事務局２名 

議題 

１． 理事長挨拶 

２． 審議事項（①・②関連事項により一括審議）       

①特定非営利活動法人ちくしっ子ネットワーク定款変更（案）について … 資料番号１ 

  ＊定款変更に関するこれまでの意見及び回答（要約）    … 参考資料① 

  ＊改正後の定款（案）                        … 参考資料② 

②改革に係る定款変更に係るその他規程等変更（案）について         … 資料番号２ 

＊改正後のその他規程等（案）                   … 参考資料③ 

３．協議事項 

① 入会・入所届の経過措置について    … 資料番号９ 

４．報告・連絡事項 

① 本部理事の選考方法について    … 資料番号３ 

② 市との懇談会について     … 資料番号４、７ 

③ ちくしっ子ネットワークのロゴ決定について   … 資料番号５ 

④ 法人主催アクティブペアレンティング研修会の実施について … 資料番号６ 

⑤ 学習委員より      … 資料番号８  

⑥ 「保育理念」制定に係る意見募集について   … 資料番号１０ 

         

議事に先立ち、定款第３６条の規定により理事長が髙木副理事長を議長指名し、髙木副理事長が受諾した。 

議長より発言する際の注意事項と本理事会は理事２３名中、議決権行使書提出者１名を含む、出席理事２１名

で定足数を満たしており、定款第３７条の規定により有効に成立する旨の報告がなされた。 



2 

 

【議事の経過及び質疑応答】 

議題１ 理事長挨拶 

（横田理事長）より、『定款変更に係る提案を上程しており、改革としては、これから整合性を図っていく必要が

あると思う。執行部としては定款変更をちくしっ子ネットワークの次なる飛躍のための第一歩と考え、この法人のさ

らなる発展と子ども達の幸せを願ってこの上程案に賛同して頂きたいと切に願う。』旨の挨拶がなされた。 

 

（議長）より、議事運営の関係上、１．協議事項、２．報告・連絡事項、３．審議事項の順に進行する旨の説明が

なされた。 

   

議題 2  ３．協議事項 入会・入所届の経過措置について 

（議長）より、『様式第１号入会・入所届・誓約書の書式変更に係る経過措置について、先般の代表者会議でも、

入退所・休所の判断基準の判定が急務と感じられたが、その後、様式第１号では、「退所いたしません」と誓約を

とりながら、しおりや会費及び保育料規程では中途退所についての項目があり、不整合が生じている旨の意見が

寄せられたため、１２月６日の本部役員会で、不整合について是正可能なものについては、迅速に対応すべきと

の見解から１２月７日に全学童に差し替えの指示をした。しかしながら、学童によっては、既に配布・回収した学童

もあり、提出済みの保護者に再度提出をお願いすることは負担となることから、今年度については、経過措置とし

て旧様式での提出についても、「やむを得ない理由がない限り」の一文を準用することで承認いただきたい。なお、

やむを得ない場合の範疇は、資料番号 9 の 4「保護者の転勤・退職・保護者及び児童の入院加療・育児休業・介

護休暇等、就労形態に変更があり、勤務先からの証明書や診断書等を添付できる場合を想定している。現在当

法人は諸規程の整備中であり、現段階では、本部が想定する範囲内での例示となっていることをご了承頂きたい。

本部から急遽、経過措置を想定しての文書を先に配布したが、理事の同意が必要であろうということで、今回協

議事項に挙げている。』旨の説明がなされた。 

 

（横田理事長）より、『入退所基準については、１０月の代表者会議でも問題として取り上げられており、執行部

としてもサービスのムラとして認識しているので、早急に善後策を検討したいと考えている。来年度の入所希望者

について旧様式である様式第１号入会・入所届・誓約書を既に配布回収している学童もあり、「やむを得ない理由

がない限り」の文言がないことについて、不都合が生じるが、新様式の方が旧様式より基準が甘いので問題はな

いと考える。新様式に出し直しされる方は出し直していただき、出し直しされない方については出し直さなかった

からといって、不利な扱いをしないという意味で協議事項に挙げている。また、経過措置なので、今年度中にはガ

イドラインを理事会に諮りたいと思う。どのような場合が「やむを得ない理由」であり、その判断を「各学童会長」か

「本部で一括」するのかについては、今日の定款変更及び諸規程の変更の議決も含め、改革の進捗を見極めた

上で判断したいと思っている。本部で判断するにしても、今の事務局の人員では難しいので、常勤専務理事並び

に本部付指導員の増員がなれば、体制が整うと思われる。「やむを得ない理由」については、近いうちに具体例

を示したい。』とする旨の補足説明がなされた。 

 

（議長）より、この件に関しての質問や意見が求められたが、特になく、『本件の様式については、旧様式での

提出についても「やむを得ない理由がない限り」の一文を準用し、不利にならないような適用をすることでよろしい

か』との同意確認がなされた。頷く理事が過半を超える数であったため、改めて『本部見解どおり準用する』旨の

同意報告がなされた。 
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議題３  ４．報告・連絡事項 

① 本部理事の選考方法について 

（議長）より、『昨年度までは、学童理事と別に本部役員候補を選出していた学童もあるかと思うが、今年度は現

行定款通りの運用とする。本部理事は、総会決定後の選任となるので、次期理事候補者全員が本部役員候補と

なりうる。』旨の説明がなされた。 

 （横田理事長）より、『総会において理事の承認後、理事の互選による理事長、副理事長、専務理事を選任す

るのが本則であるが、総会当日に互選をしている時間はないので、あらかじめ理事候補全員による選考会を開催

したいと思う。今までと違うのは、理事候補全員で選考会を行うということである。今までは、理事候補全員でなく、

なおかつ理事候補でない方も選考会に入っており、定款に矛盾していたので、そういうことのないよう、今回は理

事候補全員の互選で決めて総会に臨むという形にしたい。また、今までは既に、理事長・副理事長等氏名が印刷

製本された総会資料が配布されていたが、そういうことはありえない。今回は手続き上、理事選任が承認された後、

一旦、総会議事を中断して休憩とし、形式的ではあるが別室で互選という形式を取る予定である。現行の方法で

は、理事長変更登記申請書に係る互選書に添付する総会議事録について現実のものとは違う総会議事録を出

すことになり、コンプライアンス上問題が生じることになる。よって、来年度の役員決めについては本則に従って行

いたいと思っている。理事の職責については、平成２４年度の本部理事の活動内容について「理事の職責および

選出について（資料番号３）」に具体的に記載しているとおりであるが、説明させていただくと、理事長の責務は、

法人の代表としての就任挨拶、法人登記申請手続き、弁護士と共に滞納者宅への督促訪問、県連との協議、ドッ

ジボール大会の審判派遣依頼。業務については、過渡期であるため、各学童の中途職員採用の面接を行って

いる。副理事長は理事長の補佐的立場に立って、専務理事は、中間監査の立会い、会計説明会の立会いもして

頂いている。本部理事の共通職責は、経費等の決裁・職員の管理、常任委員会の総括、各学童の問題対応、理

事会前には役員会にて理事会議案の検討及び運営について協議、理事会後は議事録の作成と確認、指導員に

対して改革等についての説明責任を果たすため毎月の主任者会議に出席、子育て支援課との情報交換会や協

議、緊急時の対応判断である。以前の理事会において常勤専務理事の報酬に係る質疑のなかで「常勤専務理

事を置くにあたり、常勤専務理事はどのような仕事をするのか」という質問があった。回答としてはその職責は、高

度で広範囲に及ぶ責任がある仕事ということで、抽象的な回答で終わっていたと思うが、専務理事がもし常勤とし

て採用になれば、こういったことを第一義的に行って頂くことになる。今一度、常勤専務理事の職責をまとめると、

非常勤である理事（長）の補佐、理事長職務代理者として行政との折衝、学校や教育委員会と連携し迅

速な緊急時判断に備える、法人施策の立案および本部役員会への提案、理事会決定後の施策等について

実施状況や進捗状況の検証、全職員の人格・経験・能力等を把握し各学童との調整の中で配置や研修の

実施等による人材育成により法人全体の価値の向上を図る、学童諸問題への即時対応。保護者や指導員

等の「現場」からの意見を活かした組織運営を図る、ということで組織運営にあたってもらう。各学童の理事は、

来年の１月～２月に新役員の選出があると思われるが、本部役員と同様に理事も当法人の経営者であるため、現

状は各学童から選出された学童の代表でもあるが、法人全体の経営に携わるということなので、高所大局から、ち

くしっ子ネットワーク全体が良い方向に進むように判断していく職責がある。各学童の意見も大切であるが、まず

第一に法人の円滑なる運営を目指して職務を遂行して頂きたい。役員選考にあたり、理事の皆さんから引き継ぎ

事項として説明していただければ幸いである。』旨の補足説明がなされた。 

 

（議長）より、質問や意見が求められたが、特になく報告連絡事項①は終了した。 
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② 市との懇談会ついて 

 （議長）より、資料番号４及び７をもとに『１１月２２日に子育て支援課との懇談会を行った。出席者は、本部役員、

市連絡委員会担当理事 中村理事、伊集院理事補、藤井事務局長、指導員会より、井上主任指導員、富尾主任

指導員、子育て支援課からは、相浦課長、楢木課長補佐、橋本主任。各学童から要望の検討結果については、

資料番号４のとおりである。複数の学童からの要望、４年生以上の通年対応については、本部役員会で協議の結

果、従来通り所定の様式（会員本人からの申請書及び会長名義での誓約書）が揃っていれば認可する。畳の張

り替えについては、次年度の一斉張り替えを検討中。とし、今回の懇談会では、理事長から法人の改革について

の説明後、法人側の要望として「プール改修時の二日市学童の建て替え検討についての進捗状況」を尋ね、市

から『二日市学童については、教育委員会側のプール改修工事計画の中止を受け、平成２２年度に大規模改修

を行った経緯があり、今後建て替え計画の予定はない』との回答があった。備品については、『電話機の故障等

の不測の事態に備えるため年度末に予算執行し、その際に学童の机等順次入れ替えをしたい』との回答があっ

た。延長保育の実施については、筑紫野市としても近隣市の状況を踏まえながら保護者のニーズ、指導員の勤

務形態、料金徴収方法等を慎重に法人と共に検討していくことを確認した。子育て支援課との懇談会の詳細に

ついては、資料番号７にて確認されたい。なお、今年度は市長懇談会を行わず、ＡＰ研修で市長に来賓挨拶をし

ていただき、その際、市長と理事長の懇談という形で行う予定である』旨の報告がなされた。 

 

 （横田理事長）より『市と市議会の意見として、当法人の剰余金の削減について改革による効果の期待を寄せら

れた。剰余金が４千万円近くあるので、これを何とか減らしてほしいというのが市と市議会の考え方のようである。 

運転資金としての２千万円についてはご理解をいただけたものと考える。また、改正子育て支援法の話も伺った。

選挙の結果にもよるが、学童保育については、保育時間の延長・保育の拡大（６年生までの通年入所）・国の要

綱に基づいて補助金が交付されているが、これを市で条例化するようになっている。条例化となれば、指定管理

者制度等の問題がでてくる。今、法人内部の問題として改革の議論をしているが、今後、法律的アンコントロール

で多大な外部環境変化を受ける可能性がある。その対応のためにも、今、議論している常勤専務理事と本部付

指導員の設置等による事務局強化と理事任期２年への必要性を強く感じているところである。繰り返しになるが、

この後、改革に係る定款変更についての審議では、ぜひ賛成して頂きたいと思う。』旨の補足説明がなされた。 

 

③ ちくしっ子ネットワークのロゴ決定について 

（議長）よりちくしっ子ネットワークのロゴ決定について『応募総数６点の中から本部役員会で検討した結果、こ

の作品に決定した。１１枚の花弁が学童数を表し、まん中の笑顔が子ども達、葉っぱは保護者主体である法人と

それに関わる行政を示している。筑紫小の２年生と４年生の兄弟合作による図案である。他の応募作品はホーム

ページ上で利用したいと思う。』旨の報告がなされた。 

 

④ 法人主催アクティブペアレンティング研修会の主催について 

 （議長）より、法人主催アクティブペアレンティング研修会の主催について『AP 研修開催の件について各学童で

検討の結果、２月２日（土）１９時から天拝学童にて「がみがみ言わずにしつける方法」、２月９日（土）１９時から２０

時３０分まで山口学童にて「子どものやる気と自信を育む」をテーマに研修を開催する。この研修については、各

学童の保護者や関係者および興味ある地域の方に、行きたい所に行っていただくという相互利用が出来る形で

の法人主催研修になっているので、申込み方法については後日お知らせするが、日程については全保護者にご
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通知願いたいと思う。』旨の報告と依頼がなされた。 

 

（横田理事長）より『日程とテーマについては、ホームページが１月には稼働する予定であり、HP上でも広報し

たい。法人価値の向上と、地域から愛され、地域になくてはならない存在となるために、社会貢献・地域貢献の一

環として当該セミナーは今後も続けていく予定である。今回は、天拝と山口の２学童で行うことになったが、来年

度については、全学童で行って頂きたいと考えている。改正子育て支援法の関連で筑紫野市放課後児童健全

育成事業実施要項条例化等、外部環境の変化が予想されるので、行政にも学童保育事業以外にも地域貢献し

ているということを広く示していきたいと思っている。』旨の補足説明がなされた。 

 

⑤ 学習委員会より 

（議長）より学習委員会からの連絡事項がある旨が伝えられ、学習委員会担当理事に説明依頼がなされた。 

 

 （山口 濱崎理事）より、『毎年２月に行われている福岡県学童保育研究集会のリーフレットを配布している。１世

帯につき１部の配布である。今回の研究集会の記念講演は東海大学教授の山下雅彦氏による「子どもの声を聴

いていますか？～学童保育と子どもの権利」で、午後の分科会は７分科会設定している。１クラブ２名の参加をお

願いしたい。また、福岡県学童保育連絡協議会よりパネル展示の依頼が来ている。法人としては、３枚のパネル

展示をすることにしたので、学童での子どもの様子写真を各クラブ１枚ずつ１月１５日までに山口学童までメール

送信していただきたい。なお、参加費・交通費・お弁当代・託児料の 500 円は、保護者研修費から支払う。ぜひ、

参加頂きたい。』旨の連絡と依頼がなされた。 

 

⑥ 保育理念制定に係る意見募集について 

（議長）より、本部役員会の翌日、１２月７日に『特定非営利活動法人ちくしっ子ネットワークの「保育理

念」制定に係る意見募集について』と題して配布した文書であり、１月７日までの意見募集となっている旨の

報告がなされた。 

 

（横田理事長）より、『理念とは、法人の存在意義を示すもので、これに基づき法人の方針と事業計画を策定し

たいと考えている。現在、皆さんに学童に何を期待するかを意見集約しているところであり、同様に、指導員会に

ついても目指すところを伺っているので、皆さんの意見と指導員の意見をすり合わせて当法人の理念を作りたい

と考えている。来年度の事業計画は、この理念に基づいて企画し、総会で上程する予定である。子どもさんをどの

ように育てたいかという意見をあげて頂き、保育の質を高めていきたい。皆さんからのご意見を頂戴したい。』旨の

説明がなされた。 

 

（議長）より『「理念」というと難しい気がするが、学童保育に望むこと、安心安全の居場所作りをしてほしい、豊

かな愛情と感性を持って子どもに接してほしい等、指導員の先生にお願いしたい事など所感でよいので寄せてい

ただきたい。』旨の補足がなされた。 

 

議題４  ２．審議事項 

① 特定非営利活動法人ちくしっ子ネットワーク定款変更（案）について 

② 改革に係る定款変更に係るその他規程等変更（案）について 
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 （議長）より、資料番号１、２は、今まで出してきた定款変更骨子の最終的なものである旨、参考資料①はこれま

での質疑応答事項の集約、参考資料②③は定款上程案である旨についての概要説明があり、加えて資料は事

前に配布済みなので内容についてはご理解いただいているものとして議事進行にあたる旨が補足された。また、

審議に先立ち「指導員の先生が働きやすい環境、そして子どもを安心して預けられる為の変更は基本的に賛成

ですが、１７条の任期２年という部分の総会への上程については反対です。」という、本部に寄せられた意見が報

告された。 

 （議長）より『どの学童も役員改選を控え、理事の任期が２年になるという部分については、いろいろなご意見が

あるかと思うが、まず、理事長が改革の概要の説明をする。』旨の議事運営の説明がなされた。 

 

 （横田理事長）より、『当法人は過渡期にあって色々な問題を内包している。私が理事長に５月に就任して、６月

からこの問題について皆さんと議論を重ねてきた。この議論を踏まえて定款変更の提案をしている。執行部で定

款変更等の改革案のたたき台を出し、それに基づいて学童に出向き、保護者の方に直接意見を伺った。それに

ついては理事会で質問事項に答える形でその内容を議事録として作成し、広く周知している状況である。ある程

度、議論は尽くしたと思う。今までの意見については、参考資料①にまとめている。それを受けて、執行部としては

ベストであろうということを提案している。後は、皆さんのご意思に任せたいと思う。以下概要を説明させて頂く。』 

 

[ 概要説明 ] 

『今回の提案については、定款変更（案）の趣旨及び骨子としているが、定款変更の案だけではなく、それに付

随する定款細則・運営規程の変更も含んでいる。一応、骨子としては、執行部・理事会の強化ということで、理事

の任期の延長については概ね総論的にはご理解頂いていると思う。しかし、心理的負担が大きいのも事実ではな

いかと思っている。また、保護者の中には、当ＮＰＯ法人について保護者が運営しているという意識が全くない方

もたぶん 3～４割程度いると思われる。このような状況の下、あくまで保護者主体で運営している当法人の重要な

理事職に、なり手がなく単にじゃんけんやクジで選ぶような状況をどう改善したら良いものか、私にも明確な答え

は出せない。しかし、できるだけ皆さんが納得して協力頂けるような体制にしたいと思う。今回の理事任期２年に

ついても、２年が経営としてはベストだと考えている。学童を取り巻く環境、外的要因等大変な局面に差し掛かると

いうことで、ぜひご理解頂き、理事任期２年に賛成して頂きたいと思っている。各学童保護者会で話し合われて今

回は「反対」で臨んでいる理事もおられると思うが、あくまで「学童」は「学童」、審議事項は「法人の運営」なので、

そのあたりは大きな目で見て頂きたい。理事は非常に職責が重く、働きながらこれを両立することは、非常に厳し

いところがある。今期、ある程度目途がたてば、来年度からは任期が２年とはいえども理事会開催が２ヶ月に１回

程度になり、審議も２時間もあれば終わるような形になると思われる。事務局の強化としては、理事の任期を２年と

し、本部理事の業務の大半を常勤専務理事に担っていただく予定である。元々、定款上、常勤の専務理事が想

定されているのに、今まで設置運用してこなかったという経緯もあり、市も剰余金の４千万円について至急減らす

ようにという考えもあるため、ぜひ専務理事の常勤体制の承認を頂きたいと思っている。また、保育の質を高めて

法人の価値を上げるには、全ては「指導員の資質」に懸かっていると思うので、本部付指導員による研修計画や

細かな指導員へのフォローなどに基づき、人材の有効活用と資質向上を目指していきたいと考えている。人事に

ついても「人事委員会」のような形で公正に行いたいと思っているので顧問を設置できるような条項も設けた。そ

の他、ＮＰＯ法で改正しなければならないところも併せて提案している。』以下資料番号１、参考資料①②、資料

番号２、参考資料③にて説明がなされた。 
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[ 質疑・応答 ] 

 （議長）より、理事長の説明を受けての質疑があれば、挙手の上、学童名と氏名を述べてから発言する旨の注意

がなされた。 

 

 （原田 渡辺理事）より、『原田学童は今年より理事任期２年を取り入れているので、原田学童としての審議はし

ていない。しかし、他学童では反対意見もあるようだ。この改革案について、今までせっかくこれだけ協議してきて

いるのに、理事任期２年のことで反対意見が出ることで、他の改正案も全部反対になるようであれば、そこをまとめ

て審議することはどうかと思う。「賛成」ということならば何の問題もないと思うが。』と、「分割審議提案」の意見が出

された。 

 

 （議長）より、『ご意見は充分に理解でき、本部でも検討したが、議決権行使書にも「一括審議」として明記してい

るので、議運の関係上、提案どおり「一括審議」とする』旨の説明がなされた。 

 

 （筑紫 松村理事）より、『理事が２年というのは、個人的には賛成だが、実際それを受ける今後の保護者が大変

という意見が多かったのは確かである。今年度は改革の議論が行われている関係上、理事会が毎月開催されて

いるが、それが２ヶ月に一度ときっちり決まれば、保護者も案外納得するのではないかと思う。今月、保護者会を

行った中で理事について説明をしたところ、保護者の反応の中で感じた。「理事は大変」というイメージがあるが、

実際に自分が「やってよかった」と思う部分もあるのでその部分や、２ヶ月に一度の理事会で済むということを説明

すれば、くじ等ではなく理事を決められるのではないかと感じる。』旨の意見が出された。 

 

 （二日市東 井上理事）より『理事任期２年が定款で決まったとしたら、理事を２年すれば流れが理解できるという

のは分かるが、２年後にはまた新しい理事ばかりになってしまう。１年毎にスライドして理事の改選を行えば流れが

重なっていくと思うが、２年ごとに理事が変わってしまえば今と同じではないか。』旨の意見が出された。 

 

 （横田理事長）より、『組織の継続性を担保するという観点からすれば、井上理事が指摘されるように理事任期２

年の１年おき半数改選の方が単に任期２年というより良いと思う。しかし、一度に変えるのは難しいと思われるので、

まずは制度としては任期を２年にして、次のステップとしてスライド式にするということを考えていきたいと思う。執行

部としても最終の理想形は、スライドで１年毎に、半分が変わっていくような形が一番良いと思うので、その具体的

方法論を考えたい。』旨の回答がなされた。 

 

  （長谷監事）より『専務理事の常勤化を理事長が重視するように言われているが、定款に明記されていないか

ら別の対応でしていくのか。総会当日に理事が決められ、別室で互選するということだが、現実的にどう対応され

るのか。また、そこにおいて専務理事も互選なのでそこをもっと分かりやすく説明して頂きたい。』旨の質問がなさ

れた。 

 

 （横田理事長）より『現行定款、定款細則、運営規程上の文言上、専務理事は常勤として予定されているものと

解釈するのが自然であり、このように大きくなった組織運用上はそうしなければならないと理解している。定款１９

条にて役員に報酬を払うことができる旨の規定がされていることは常勤専務理事のためにあるといっても過言では
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ない。総会では専務理事の報酬の件が上程されることになる。選任については先ほど説明したとおり、選考会を

あらかじめ開き、総会では形式上、別室に移り休憩に落とした後、発表するという形をとる。専務理事については

原則公募、しかるべき試験委員が選考し、役員選考会の互選手続きのなかで、その事実をもって、自ら立候補す

るか、現執行部が承認を求めることになると思う。』旨の回答がなされた。 

 

 （長谷監事）より『外部から公募して頼んだ方との兼ね合いはどうするか。報酬で生活するのに、専務理事に不

満のある人が対抗馬として出てくるかもしれない。専務理事の職の保障もあるが、どう考えているか。』旨の質問が

なされた。 

 

 （横田理事長）より『公募し、試験をして、手続きを踏んで会員となり理事候補としてあらかじめ選考会を開くため、

そういうことは、普通常識的に考えられないと思われる。』旨の回答がなされた。 

 

 （長谷監事）より『あらかじめの選考会の時に、出てきたらどうするのか。』旨の質問がなされた。 

 

 （横田理事長）より『予めの選考会は各学童で選ばれた本業をもつ現役の保護者が理事候補として出てくるわけ

であり、専務理事も正式な選考手続きを経て理事候補になるわけであるから、そういったことは常識からして考え

にくい。専務理事に立候補したいとの意向であれば公募の試験を受けてなればよい。』旨の回答がなされた。 

※専務理事は原則公募とし、人事管理委員会設置規程を設け職員の採用試験実施と併せてその目的（常勤専

務理事選考手続き）とすることを検討する。 

 

 （長谷監事）より『参考資料③の第９条の「正会員は、筑紫野市内の各学童保育所に現に在籍する児童の保護

者を基本とする」と定款第３章第６条の「この法人の目的に賛同して入会した個人及び団体」との兼ね合いは、基

本と言うことで読みかえるということか。現在もこれでやっているからいいということか。』旨の確認がなされた。 

 

（横田理事長）より『現在もこれで運用しており、現役員（理事・監事）も現役保護者ではないこの法

人の目的に賛同して入会されている個人もいるため不都合はないので問題ないと思う。』旨の回答がなさ

れた。 

 

（長谷監事）より『参考資料③運営規程の第２８条の事務局専従役職員のところは、定款２１条の事務

局の専属職員の専属を外した関係上おかしくないか。』旨の質問がなされた。 

 

 （議長）より、『監事のご指摘は、今この場で訂正しなくてもよい、付帯決議事項であると思われる。』旨の意見が

なされた。 

 （長谷監事）より『詳細は、整理していくということか。』旨の確認がなされた。 

 

 （横田理事長）より、『ご指摘の部分については定款２１条の変更に合わせて専属・専従の表記は削除する。運

営規程 28条の規定は、元々おかしかったので変更した。役職員としたのは、専務理事が役員であるからである。

専務理事の職務は定款１５条で規定されているので、あえて、ここで規定する必要はないと思うが、専務理事が事

務局を統括するという意味と常勤であることからである。』旨の回答がなされた。 
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 （山家 井上理事）より、『山家学童は非常に人数が少なく、季節も含め２０世帯あるかないかの状況である。通

年保育の世帯は、１０世帯もない。毎年、２年生になる保護者が役員をするが、ほとんどは役員経験がある。新しく

入所される方も役員をしなければならない。その中には、母子家庭の方や障害を持った子どもさんを持たれてい

る方もある。こういう状況で理事の任期が２年になれば「役員が大変だから」という理由で入所人数が減り、学童存

続に関わる事態になる。』旨の意見が出された。 

 

 （横田理事長）より、『学童の現状もあろうかと思うが、運営上、山家学童としては、理事任期２年だが、定款第１７

条第３項「補欠のため又は増員によって就任した役員の任期は、それぞれの前任者又は現任者の任期の残存期

間とする。」を実情に応じて運用する形に持っていくのも一つの方法ではないかと思われる。』旨の確認がなされ

た。 

 

 （山家 井上理事）より、『山家だけ、人数が少ないから特別に１年でもいいということか。』旨の質問が出された。 

 

 （議長）より、『１年でもいいということでなく、原則として定款上、理事任期が２年になるが、第３項を運用するかど

うかについての判断は山家学童が判断することで、本部が指導する立場にはない。特別扱いをするのでなく、実

情に合わせて定款に沿った形で運用されれば良いのではないか。』旨の再確認がなされた。 

 

 （山口 濱崎理事）より、『今、言われている事はよくわかるが、来年度入所するのは１３人程度。皆、役員をして

いる状況。大規模校は人選がしやすいと思うが、小規模校は、なかなか人選が厳しい状態にある。残存期間を残

して変わるということを考慮いただけるという形で理解してもよいか。』旨の質問がなされた。 

 

 （横田理事長）より、『規則は規則なので、あとは実情や状況に応じて運用で対応いただく。確かに小規模校は

非常に大変だと思うが、今後は、法改正等により小学校６年生まで通年保育や、大規模の学童はさらに人口増で

子どもが増えていくということもあるので、各学童に合った運用をするしかないと思う。法人としては、任期は２年が

良いと考えて提案している。残期のスライド式というのは本当に理想で、そうなればさらに継続性が増す。任期を２

年にしても２年後一度に理事が変われば、任期が１年の時と同じになってしまう。一応、２年で承認していただい

た後に、そのスライド制の運用については考えたいと思う。今回は２年にして頂かないと後の話が難しいと思うの

で、ぜひ承認をお願いしたいところである。』旨の回答がなされた。 

 

 （指導員会 富尾指導員）より『資料番号２の１ページ目「任用とは」の「③指導員から管理部事務員への職種変

更」これが本部付指導員になるのかと思われるが、次の「管理部事務員から主任事務員への昇進と④主任事務

員から事務局長への昇進」とあるのはどのような意味か。』旨の質問が出された。 

 

 （横田理事長）より、『先ほど訂正したように、「管理部」はないので「管理部」は削除。事務局長は最終的に置か

ないことにしたので、④も削除。採用を法人で一括して行った場合、指導員と事務局員の採用があるため、「指導

員」か「事務局員」かという希望がとれる。事務員であっても希望があれば指導員になることも可能、その逆も然り。

職員の配置については今後の施策として職員本人の適性や法人全体の価値向上につながる様に運用できるよう

考えている。』旨の回答がなされた。 
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 （原田学童 富尾指導員）より『人事異動で、指導員から事務局員ということもあり得るということか。』旨の質問が

出された。 

 

 （横田理事長）より、『この事務局員には本部付指導員も当然含まれる。（本部付き指導員については筑紫野市

放課後児童健全育成事業実施要綱上指導員ではない）純粋な事務局員に異動することも考えられるが、本人の

希望をまず聞くのはもちろん、会長からの意向も聞く。一方的に職種変更ということはない。』旨の回答がなされ

た。 

 

（議長）より、その他、質問や意見が求められたが、特にでなかった。 

（議長）より、『出席理事２０名、欠席理事３名。内議決権行使書の提出が１名分あるが、賛否に丸がついていな

いため棄権となる。また、審議事項①②は関連するので一括審議とし、弁護士との協議による文言等の軽微な変

更については本部に一任とする。』旨の報告及び説明がなされた。 

 

《採決①特定非営利活動法人ちくしっ子ネットワーク定款変更（案）② 改革に係る定款変更に係るその他規程

等変更（案） 》 

賛成：１２名   反対：５名   棄権：５名  以上により可決。総会への上程決定した。 

 

（議長）より、『審議事項①②については、賛成多数で原案通り可決され、弁護士との協議による文言等の軽微

な変更については本部に一任とする。』旨の決定報告がなされた。 

 

（議長）より交流委員会からの報告事項がある旨が伝えられた。 

 

（阿志岐 山内理事）より、『先月の１１月１７日にドッジボール大会が行われた。雨天のため、体育館でのドッジボ

ール大会だったが、皆様のご協力により無事に終了することができた。ドッジボール大会のアンケート結果及び会

計報告は、１月の理事会で報告予定。』旨の報告がなされた。 

 

最後に、髙木副理事長より、次回の理事会の日程と場所の説明がなされ散会した。 

 

時に 21 時 10 分終了 


